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資 料 編

数学を学ぶ楽しさを味わう指導の工夫
－ －問題解決を促す探求的な活動を取り入れて

長期研修員 蜂須賀 直樹

研究の検証授業（中学校２年生 図形領域「角と平行線 ）で使用した本時案、学習プリン」

ト等が載せてあります。

見たいページをクリックして下さい

２,３ページ○ 評価規準及び指導と評価の計画

○ 本時案・学習プリント

４ページ第１時 本時案

５ページ学習プリント１－①（一筆書きで図形をかく）

６ページ学習プリント１－②（角の性質を見つける）

７ページ第２時 本時案

８ページ第３時 本時案

９ページ第４時 本時案《わくわくコース》

10ページ第５時 本時案《わくわくコース》

11ページ学習プリント５－①（グループ学習記録表）

12ページ第６時 本時案《わくわくコース》

13ページ第７時 本時案

14ページ学習プリント ７－①

15ページ学習プリント ７－②，②’

16ページ第８時 本時案

17ページ学習プリント ８－①（じっくりコース問題）

18ページ学習プリント ８－②（わくわくコース問題）

19ページ学習プリント ８－③（チャレンジコース問題）

20ページ○ 参考資料 《じっくりコース》第４,５,６時本時案（縮小版）

※ 「題材の考察」については、 を参照してください。研究報告書の４，５ページ
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○ 評価規準及び指導と評価の計画

(1) 単元の評価規準

の知数学への関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 数学的な表現・処理 数量、図形などについて
識・理解

観察、操作や実測を通し 図形の性質について、数学 図形の性質の考察におい 図形の性質とそれらを調べ
て、平面図形の基本的な性質 的な推論の方法を用いて論理 て、推論の筋道を言葉で表現 るときの筋道を立てた説明の
を見いだしたり確かめたりす 的に考察することができる。 したり、数学的な用語、記号 意義と方法を理解している。
るなど、数学的活動の楽しさ を用いて簡潔に表現したりす
や数理的に考察することのよ ることができる。
さに気付き、それらを意欲的
に問題の解決に活用しようと
する。

(2) 学習活動における具体の評価規準
数量､図形などについての知識・理解ア数学への関心･意欲･態度 イ数学的な見方や考え方 ウ数学的な表現・処理 エ

①観察、操作や実測を通して見 ①観察、操作や実測を通して図つ
いだした図形の性質がなぜ成 形の性質を帰納的な推論や類か
り立つのか考えようとする。 推を用いて予想できる。む

②対頂角は等しいなど当たり前 ②平行線の性質などについてそ ①対頂角の性質や平行線の性 ①対頂角、同位角、錯角の意
と思われることを筋道を立て の一般性を説明するときに演 質を用いて角の大きさを求 味や平行線の性質を理解し
て考え説明することのよさに 繹的な推論を用いることがで めることができる。 ている。追
気付く｡ きる。

求
③多角形の内角の和やその他の ③多角形の内角の和やその他の ②平行線の性質を使い三角形 ②多角形の内角と外角の意味

す 図形の角の性質に関心をもち 図形の角の性質を数学的な推 の内角の和が180°であるこ や多角形の角の性質を理解
三角形の内角の性質などを使 論の方法を用いて論理的に考 とを説明できる。 している。

る って考察しようとする。 察することができる。 ③多角形や他の図形の角の性
質が成り立つ理由を説明す
ることができる。

④基本的な図形の性質を使って ④角についての性質を関連付け ④基本的な図形の性質を使っ ③基本的な図形の性質を理解ま
問題を解決しようとする。 てとらえることができる。 て問題を解くことができる｡ している。と

め
る

(3) 指導と評価の計画（全８時間）

過 時 具体の
学習内容・学習活動 評価方法等

程 間 評価規準

１ イ－① ・いろいろな図形をかいて
平面上の点（３点、４点、５点）を結び図形をかき、実測した 実際に角度を測り、角の
り類推したりしてそれらの角についての性質を見つけよう。 大きさの関係を見つける

つ ことができているかどう
・一筆書きで３点、４点、５点を結ぶ図形をいろいろかき発表する。 かを学習活動の観察や学
・図形を観察したり、角を実測したりして角についての関係を見いだ 習プリントの記入内容で
す。 確認する。 見

か 通
２ ア－① ・自ら見つけた図形の性質 し

自分で見つけた図形の性質は、いつでも成り立つのだろうか？ がいつでも成り立つのか １
なぜそうなるのだろうか？考えよう？ なぜ成り立つのかと考え

む ようとしているかを授業
・見つけた性質を発表し合い、学習プリントにまとめていく。 中の発言や様子、授業感
・ 測っただけでは正しいといえないのではないか、いつも成り立つ 想などから分析する。「
のか、なぜそうなるのか」と考え、課題意識を持つ。

４点を結んでできるチョウチョの形の角の関係について調べよ ア－② ・対頂角が等しいことを筋
う。 道を立てて考え説明しよ

うとしているかを学習活
・チョウチョの形の角で対頂角に着目し、なぜいつも等しくなるの 動の観察や学習カードの
か、その説明を考える。 記録内容から評価する。
・学習カードにまとめる（①対頂角の性質）。

追 ・チョウチョの形の辺を延長し、同位角、錯角を見いだしその位置関
係について理解する。
・同位角、錯角の大きさの関係を調べ、等しくなるのはどんな時か考
える。

３ イ－② ・平行線の性質や条件を筋
求 平行線の性質や平行線であるための条件について考えよう。 道を立てて説明できるか

を学習活動の観察や学習
・平行線の同位角が等しいことから、錯角が等しくなることを演繹的 カードの記録内容から確
に説明する。 認する。
・平行線であるための条件を考える。 エ－① ・対頂角や平行線の性質を
・学習カードにまとめる （②平行線の性質、②平行線であるための ウ－① 理解し、それらを用いて。 '

す 条件） 角の大きさを求めること
・対頂角、平行線の性質、平行線であるための条件を使う練習問題に ができるかを学習活動の
取り組む。 観察や練習問題の結果で

確認する。

る ○４・５・６時は「じっくりコース」と「わくわくコース」に分かれそれぞれのコース別に学習を進める。、
じっくりコース ･･･ 基本的な内容を中心に学習事項が確実に身に付くようにする。
わくわくコース ･･･ 新たな考え方を発見したり、多様な考え方を身に付けたりする。

◇ じっくりコース ◇

180°４ ウ－② ・三角形の内角の和が
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・ 自分で見つけた図形の性質についてその数学的な根拠を考え、 になることを、平行線の
５ その理由を説明しよう（三角形、多角形、矢じりの形、星形、そ 性質を使って説明するこ。

の他） とができるかを学習活動
の観察や学習カードの記

・合同な三角形の敷き詰め図を使って、角の関係について考える。 録内容から確認する。
・三角形の内角の和が180°になることを演繹的に説明する方法を考 エ－② ・多角形の角の性質を理解
える。 しているかを学習活動の
・学習カードにまとめる （③三角形の内角の和、④三角形の内角と 観察や学習カードの記録。
外角） 内容から確認する。
・ｎ角形の内角の和について考える。学習カードにまとめる （⑤多 ア－③ ・図形の性質に関心を持ち。
角形の内角の和） 既習の図形の性質を使っ

て考察しようとしている
追 ・ｎ角形の外角の和について考える。学習カードにまとめる （⑥多 かを学習活動の観察や学。

角形の外角の和） 習プリントの内容、授業
・平行線の性質や三角形の性質を基に多角形やその他の図形の性質に 感想などから分析する。
ついて考察していく。

６ ・基本的な性質以外の性質を見つけた生徒は発表する （矢じりの ウ－③ ・自分で見つけた図形の性。
形、星形、その他） 質が成り立つ理由を自分

なりに表現して説明でき
星形の角の性質についていろいろな説明の仕方を考えよう。 るかを学習活動の観察や

学習プリントの記録内容
・星形の角の性質について、いろいろな説明の仕方を考える。 から確認する。
・いろいろな考え方を出し合う。 イ－③ ・図形の性質が成り立つ理

求 由を筋道を立てて考察で
きるかを学習活動の観察
や学習プリントの記録内
容から確認する。。

◇ わくわくコース ◇

180°４ ウ－② ・三角形の内角の和が
・ 自分で見つけた図形の性質についてその数学的な根拠を考え、 になることを、平行線の
５ その理由を説明しよう（三角形、多角形、矢じりの形、星形、そ 性質を使って説明するこ。

の他） とができるかを学習活動
の観察や学習カードの記

す ・第１時に自分で見つけた角の大きさの関係について、その数学的な 録内容から確認する。
根拠を考える。 ア－③ ・図形の性質に関心を持ち
・三角形の内角の和が180°になることを演繹的に説明する方法を考 既習の図形の性質を使っ
える。 て考察しようとしている
・学習カードにまとめる （③三角形の内角の和、④三角形の内角と かを学習活動の観察や学。
外角） 習プリント、グループ学
・個人で追求する場面では、自分で見つけた性質が成り立つ理由を学 習記録表の内容、授業感
習カードやヒントカードを使って考える。 想などから分析する。

ウ－③ ・自分で見つけた図形の性 見
・３～４人のグループを作り、その見つけた角の性質が成り立つ理由 質が成り立つ理由を自分 通
を説明し学び合う。 なりに表現して説明でき し
・グループごとに説明した角の性質から一つ選び、その性質が成り立 るかを学習活動の観察や ２

る つ理由を全体に発表する。 学習プリントの記録内容
から確認する。

６ ・基本的な性質については、随時学習カードにまとめていく （⑤多 エ－② ・多角形の角の性質を理解。
角形の内角の和、⑥多角形の外角の和） しているかを学習活動の

観察や学習カードの記録
図形の性質のいろいろな説明の仕方を考えよう。 内容から確認する。

イ－③ ・多角形の内角の和の性質
・全体で発表された図形の性質について、各自で一つ選び他の説明の やその他の図形の性質が
仕方を考える。 成り立つ理由を筋道を立
・同じ性質を選んだ生徒同士でグループを作り、多様な考え方を学び てて考察できるかを学習
合う。 活動の観察や学習プリン

トの記録内容から確認す
る。

７ イ－④ ・図形の性質の関連を見つ
学習した図形の角の性質の関連性を調べよう。 けることができるかを学

習活動の観察や学習プリ
・図形の基本的な性質を学習カードや学習プリントをもとに確認す ントの記入内容から確認
る。 する。

ま ・それぞれの図形の性質は、どの性質をよりどころとして説明したの エ－③ ・図形の基本的な性質を理
かを振り返り、表にまとめその関連をつかむ。 解しているかを学習活動
・練習問題に取り組み、角の性質の活用の仕方を考える。 の観察や問題プリントの

結果から確認する。
と 見

８ ア－④ ・既習事項を活用して問題 通
学習した図形の角の性質を活用して、新たな問題を解こう。 を解こうとしているかを し

学習活動の観察から見取 ３
め ・３種類の問題から自分に合った問題を選択し取り組む。 る。

◇じっくりコース問題 ウ－④ ・既習事項を活用して問題
・基礎的・基本的事項を中心に、既習の性質を使って角度を求めるよ を解くことができるかを
うな問題を中心に扱う。 学習活動の観察や問題プ

る ◇わくわくコース問題 リントの結果から確認す
・基礎的・基本的な問題から、やや応用的な内容の問題までを扱う。 る。
◇チャレンジコース問題
・やや難しい問題と、星形五角形を発展させた星形六角形、星形七角
形などの角について考察する問題を扱う。
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○ 本時案・学習プリント
本時案（第１時）
(1) ねらい

観察、作業、実測を通していろいろな図形に含まれる角の性質を見つけることができる。
(2) 準備
（教師） 提示用問題、提示用教具（マグネット等 、学習プリント、自己評価表、三角定規）

分度器、電卓
（生徒） 三角定規、分度器、電卓

(3) 展開（１／８：見通し１にかかわる授業）

学 習 活 動 時間 学習への支援及び留意点 評価項目(評価方法)
（○おおむね満足できる状況）

（☆努力を要すると判断される生徒への具体的な手立て）
（◎十分満足できる状況）

平面上の３点、４点、５点を結んでいろいろな図形をかいてみよう。

○いろいろな図形を考える。 ・３点の場合を例示し、考え方を確認する。
・４点、５点の順に考え、違う形の図形を考えるよ

３点 う指示する。
25 ・自由にかかせると図が多様になりすぎるので出発

点から一筆書きで出発点に戻るようにかくと条件
４点 をつける。

・プリント上の点の位置はいくつか例を提示してお
き、その後は自由に考えられるようにする。

５点 ・点の位置を変えることによって、違う図形がかけ
ることに気付けるようにする。
・積極的に発表できるような雰囲気づくりに努める。
・多角形とその他の図形に分類し、図形の特徴をと
らえた名前を考えさせ生徒が興味を持つようにす

･･･

る（矢じりの形、星形、チョウチョの形など）。
・学習プリントに考えた図形をかい ・多角形の定義、内角、外角の定義を確認しておく。
ていく。
・自分の考えを発表する。 ・学習プリントには友達の発表した図形も記入でき

るようにする。その場合、違う色のペンで記入す
るように指示する。

図形の角の大きさについてどんな性質があるか見つけよう。
考

○それぞれの図形を観察したり、角 ☆活動が始められない生徒には、三角形の３つの角 ○図形の角度を実測し、角
の大きさを測ったりして関係を見 の大きさを測ってみるようアドバイスする。 の大きさの関係をみつけ
いだす。 ☆実測値でうまく関係が見つけられない生徒には、 ている。
・見つけた関係を自分なりの表現で 20 他に図をかいて同じことを調べ類推してみるよう ◎いろいろな場所の角の大
まとめる。 助言する。 きさを進んで実測し、多

・実測値の和を計算したりするのに、作業がスムー 様な見方で角の関係を見
・三角形の３つの角の和は180° ズに進められるように電卓を活用してもよいこと つけている。
である。 とする。 （学習活動の観察、学習プ
・四角形の４つの角の和は360° ・見つけた関係を言葉でうまく表現できない場合 リント）
である。 は、図や記号を使って表現を工夫するよう助言す
・五角形の５つの角の和は540° る。
である。 ・三角形、四角形の角の和等については、既習の学
・星形の先端の５つの角の和は 習で知っている生徒も多いと思われるので、早め
180°である。 に例示し、実測して確認するよう助言する。
・矢じりの形の先端の３つの角の ・角の和だけでなく、いろいろな考え方ができるよ
和は、へこんだ部分の角に等し う助言する。
い。 ・考えが多様になりすぎる場合は、図形のもとにな
・チョウチョの形の向かい合った る頂点にできる角について考えるよう助言する。
角は等しい。 ・角の関係が見つけられた生徒には、自分でかいた
・チョウチョの形の羽の部分の２ 図以外でもそのことが成り立つか問いかけてみる。
角の和は反対の羽の部分の２角 ・１つだけでなく、いろいろな図形について考えて
の和に等しい。 みたいという意欲がもてるようにする。

など

○本時の授業を振り返り、自己評価 ５ ・本時のまとめと次時の予告をする。
し授業感想を書く。
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数学プリント１－①（角と平行線） ２年 組 氏名（ ）

平面上の点を一筆書きの線分で結んでいろいろな図形をかいてみよう！

☆ 点の位置や線の結び方を変えて、いろいろ違う形を考えてみよう。 ☆

◇ ３点の場合

・

・

・

〔 〕 〔 〕 〔 〕

◇ ４点の場合

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

〔 〕 〔 〕 〔 〕 〔 〕

◇ ５点の場合

・ ・ ・

・ ・ ・

・ ・ ・

・ ・ ・
・ ・ ・

〔 〕 〔 〕 〔 〕 〔 〕

〔 〕 〔 〕 〔 〕 〔 〕

※ かき方：１点からスタートして一筆書きでもとの点に戻ってくる。同じ点は１回しか通ってはいけない。
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数学プリント１－②（角と平行線） ２年 組 氏名（ ）

角の大きさについてどんな関係があるか見つけよう！

☆ 一筆書きでかいた図形のいろいろな場所の角度を実際に測ったりして、角の大きさの関

係を見つけてみよう。☆

《もとになる図形》 《もとになる図形》

《考えれられる角の性質》 《考えれられる角の性質》

《もとになる図形》 《もとになる図形》

《考えれられる角の性質》 《考えれられる角の性質》
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本時案（第２時）
(1) ねらい

図形の性質を説明するにはどうしたらよいか課題意識を持ち、対頂角の性質を筋道を立てて説
明する方法を知る。

(2) 準備
（教師） 提示用問題、提示用教具、学習プリント、学習カード、自己評価表、三角定規

分度器、電卓
（生徒） 三角定規、分度器、電卓

(3) 展開（２／８：見通し１にかかわる授業）

学 習 活 動 時間 学習への支援及び留意点 評価項目(評価方法)
（○おおむね満足できる状況）

（☆努力を要すると判断される生徒への具体的な手立て）
（◎十分満足できる状況）

○前時の学習を振り返り、自分が見 ５ ・自分が見つけた図形の性質を確認し、ポイントを

つけた図形の性質を確認する。 押さえて発表できるよう準備する。

自分で見つけた角の性質を発表しよう。

○自分の見つけた角の性質を発表す ・積極的に発表ができる雰囲気をつくり、同じ内容

る。 のものなどは分類しながら整理していく。

15 ・自分が見つけた性質以外の友達の発表も学習プリ

ントに記入するよう指示する。

・発表は、主なものを中心にまとめる。

自分で見つけた図形の角の性質は、いつでも成り立つのか？なぜそうなるのか？

関

○自分の見つけた図形の性質が本当 ・見つけた図形の性質がなぜ成り立つのか、いつで ○自ら見つけた図形の性質

に成り立つのか、なぜ成り立つの も成り立つのかと問いかけ、考えていこうとする がなぜ成り立つのか考え

か考えようとする。 ５ 意欲が持てるようにする。 ようとする。

・図形の性質を説明するにはどうし ☆チョウチョの形の角の関係などを例にあげ「いつ ◎自ら見つけた図形の性質

たらよいか考える。 でも成り立つのか？「なぜそうなるのか？「測 がなぜ成り立つのかその」 」

っただけで正しいといえるのか？」など課題意識 根拠を論理的に考えよう

が持てるようにする。 とする。

・いくつかの性質の中から対頂角に着目する。 （学習活動の観察、授業感

○チョウチョの形の角の性質を考え ・チョウチョの形が自由に変えられるような教具を 想）

る。 工夫し図を提示して、どんなときでも本当に成り

立つのか疑問をもつようにする。

・対頂角の定義や言葉の使い方は説明する。

・それぞれの角を測って、等しいことを確かめる以
×

20 外に方法はないか問いかける。・
×・

☆実際に角度を求め、その求め方を説明することか

ら論理的な説明の方法に気付けるようにする。 関

・対頂角はなぜ等しくなるのか考え ☆一直線(平角)が180°であることをしっかり確認 ○対頂角が等しいことを筋

る。 しておく。 道を立てて考え説明しよ

・学習カードには、表に性質を裏にはその理由をま うとする。

とめるようにする。 ◎対頂角が等しいなど当た

・星形などの他の図形の中にもこの性質がでてくる り前と思われていること

ことに触れる。 を根拠を明らかにし論理

・論理的な説明を考え、学習カード 的に説明しようとする。

に「①対頂角の性質」としてまと （学習活動の観察、学習カ

める。 ード）

○本時の授業を振り返り、自己評価 ５ ・本時のまとめと次時の予告をする。

し授業感想を書く。
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本時案（第３時）
(1) ねらい

平行線の性質や平行線であるための条件を筋道を立て説明でき、それらの性質や対頂角の性質
を使って問題を解くことができる。

(2) 準備
（教師） 提示用問題、提示用教具、学習プリント、学習カード、自己評価表、三角定規

分度器、図形の性質（提示用）
（生徒） 三角定規、分度器、学習カード

(3) 展開（３／８）

学 習 活 動 時間 学習への支援及び留意点 評価項目(評価方法)
（○おおむね満足できる状況）

（☆努力を要すると判断される生徒への具体的な手立て）
（◎十分満足できる状況）

○前時の学習の確認をする。 ３ ・対頂角の性質について確認する。

○チョウチョの形の辺を延長し、そ ・同位角、錯角の定義と言葉の使い方は説明する。
こにできる角について考える。 ・同位角の位置関係が直感的に理解できない生徒に

７ は、交わる２直線により分けられる右上、右下、
左上、左下の位置関係により見つけるようアドバ・ ×

イスする。□ ○

・角を実測するなどして同位角、錯角は等しくはな
・ ×

いことにも関心を示すようにする。□ ○

・同位角や錯角が等しくなることはないのか？」と「
・同位角、錯角の位置関係を確認す 問いかけてみる。
る。 ・実際に図をかいて考えてみるなど助言する。

・２直線が平行なとき、等しくなることに気付くよ
・同位角、錯角が等しくなるのはど うにする。
んなときか考える。

平行線と同位角、錯角の関係を調べよう。

○平行線をかき、同位角、錯角の関 ・２直線が平行なとき同位角、錯角が等しくなるこ
係を調べる。 ５ とを図をかき実測するなどして確認する。

・三角定規を使ってかく平行線のかき方を思い出さ
せ、平行線であるための条件等に気付けるように
する。

平行線の性質、平行線であるための条件を筋道を立てて説明しよう。
考

○平行線の同位角が等しいことから ・平行線の同位角が等しいことは、公理として証明 ○平行線の性質や平行線で
錯角が等しくなることの説明を考 せずに使ってよいことに触れておく。 あるための条件を筋道を
える。 20 ☆同位角、錯角、対頂角の関係に着目し筋道を立て 立てて説明することがで

て考えるように助言する。 きる。
・文字や記号を使っての説明のかき方にも触れる。 ◎平行線の性質や平行線で
・錯角が等しいならば２直線が平行になることの説 あるための条件を根拠を
明もできるようにする。 的確に示し筋道を立てて
・学習カードには、表に性質を裏にはその理由をま 説明することができる。

・学習カードに「②平行線の性質」 とめるようにする。 （学習活動の観察、学習カ
「②平行線であるための条件」と ード）'
してまとめる。

○練習問題に取り組む。 ・対頂角の性質、平行線の性質、平行線であるため 表・知
の条件などを使って解く問題を準備する。 ○対頂角や平行線の性質を
☆つまずいている生徒には、性質をまとめた学習カ 用いて角の大きさを求め

10 ードをヒントにするよう助言する。 ることができる。
☆平行線などの補助線を引くことも考えるよう助言 ◎対頂角や平行線の性質を
する。 的確に用いて素早く角の
・常に答えの根拠となる事柄を考える大切さが感じ 大きさを求めることがで
られるようにする。 きる （学習活動の観。
・答えを発表するときは、必ずその理由を自分の言 察、学習プリント）
葉で述べるように習慣づける。

○本時の授業を振り返り、自己評価 ５ ・次時のコース別学習の説明と希望調査をする。
し授業感想を書く。
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本時案（第４時 《わくわくコース》）
(1) ねらい

図形の角の性質を、演繹的に説明することができる。
(2) 準備
（教師） 提示用問題、学習プリント、学習カード、自己評価表、三角定規、分度器

図形の性質（提示用 、ヒントカード（提示用 、発表用画用紙、マジック） ）
（生徒） 三角定規、分度器、学習カード

(3) 展開（４／８：見通し２にかかわる授業／第４時､第５時は２時間扱い）

学 習 活 動 時間 学習への支援及び留意点 評価項目(評価方法)
（○おおむね満足できる状況）

（☆努力を要すると判断される生徒への具体的な手立て）
（◎十分満足できる状況）

○前時までの学習の確認をする。 ・対頂角の性質、平行線の性質、平行線であるため
の条件の確認をする。

・第１時に自ら見つけた図形の角の ５ ・学習した図形の性質は黒板提示できるようにまと
性質を確認する。 め用意しておく。

・第１時に自分が見つけた図形の角の性質を確認
し、学習課題を確認する。
・本時の学習の流れを説明する。

自分が見つけた図形の角の性質が、なぜそうなるのか？いつでも成り立つのか？その数学的な根
拠を考え、その理由を説明しよう。

○角の性質が成り立つ理由を考える。 表
・三角形の内角の和が180°になる理 ・当たり前と感じている三角形の内角の和が180° ○三角形の内角の和が180°
由を考える。 になるのはなぜかを最初に考え、演繹的な説明の であることを平行線の性

仕方を身に付ける。 質を使って説明できる。
☆既習した平行線の性質などに着目できるようにす ◎三角形の内角の和が180°

○ ×

15 る。 であることを平行線の性
☆平行線の引き方等のヒントカードを用意しておく。 質を使って説明でき式や

○ × ☆180°になるということは角を一直線に集めれば 記号を使って表すことが
よいことに気付くようにする。 できる。
・三角形の内角と外角の性質にも気付くような工夫 （学習活動の観察、学習カ

△

をする。 ード）
△

・論理的に説明ができた図形の性質は、他の性質の○ ○

説明のよりどころとすることができることを知ら
せる。

・学習カードに「③三角形の内角の ・学習カードには、表に性質を裏にはその理由をま
和「④三角形の内角と外角」とし とめるようにする。」
てまとめる。 関
○自分で見つけた他の角の性質が成 ・図形の性質を演繹的に説明していくには、すでに ○図形の性質に関心を持ち、
り立つ理由を考える。 正しいと認められた事柄をよりどころとして説明 既習の図形の性質を使っ

していくことに気付けるようにする。 て考察しようとする。
・四角形の４つの角の和は360° ☆現段階で、説明のよりどころとすることができる ◎図形の性質に関心を持ち、
である。 のは、対頂角の性質、平行線の性質、平行線であ いろいろな補助線を引い
・五角形の５つの角の和は540° るための条件、三角形の性質などであることを確 たり、いろいろな既習の
である。 認する。 性質を使ったりして考察
・星形の先端の５つの角の和は 30 ☆考えが行き詰まったり、意欲が持てない生徒には、 しようとする。
180°である。 補助線を引くなどして平行線や三角形に着目する （学習活動の観察、学習プ
・矢じりの形の先端の３つの角の よう助言し、分かる満足感が得られるようにする。 リント、授業感想）
和はへこんだ部分の角に等しい。 ☆考え方の手掛かりとなるようなヒントカードを用
・チョウチョの形の羽の部分の２ 意しておく。
角の和は反対の羽の部分の２角 ・説明は図や記号や式を工夫し、自分なりの表現で
の和に等しい。 まとめるようにし、そのよりどころとなる事柄を

など しっかり押さえていくことの大切さに気付くよう
にする。
・机間指導により、個々の生徒の学習状況に応じた
助言を与えていく。

・多角形の内角の和 ・説明が考えられた生徒には、どの図形の性質をよ
・多角形の外角の和 りどころとしたか学習プリントにメモしておくよ

など う指示する。
・自分で見つけた性質の説明が終わった生徒には、
基本的な性質でまだ説明していない性質の考察や
他の図形の考察に取り組めるようにする。
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本時案（第５時 《わくわくコース》）
第４時のつづき（２時間扱い）
展開（５／８：見通し２にかかわる授業）

学 習 活 動 時間 学習への支援及び留意点 評価項目(評価方法)
（○おおむね満足できる状況）

（☆努力を要すると判断される生徒への具体的な手立て）
（◎十分満足できる状況）

自ら見つけた図形の角の性質を友達に説明しよう。

表

○自分の見つけた図形の角の性質を ・２～３人のグループをつくり、自分の見つけた図 ○自分で見つけた図形の性

友達に説明する。 形の性質とその成り立つ理由を説明し合う。 質が成り立つ理由を自分

☆学習プリントをもとに、自分なりの言葉で相手に なりに表現して説明でき

・四角形の４つの角の和は360° 25 分かるように説明することの大切さを知らせる。 る。

である。 ☆言葉でうまく表現できない場合は、図を使い指し ◎自分で見つけた図形の性

・五角形の５つの角の和は540° 示しながら説明するなど工夫するように助言する。 質が成り立つ理由を根拠

である。 ・聞いている生徒は、疑問や分からない点があれば、 を明確にし的確に説明す

・矢じりの形の先端の３つの角の 随時質問できるようにする。 ることができる。

和はへこんだ部分の角に等しい。 ・友達の考えた説明と違う説明等がある場合は、そ （学習活動の観察、学習プ

・チョウチョの形の羽の部分の２ の場で交流し合う。 リント）

角の和は反対の羽の部分の２角 ・友達の説明で、必要であると思われることはメモ

の和に等しい。 したり、学習プリントにまとめたりできるように

・星形の先端の５つの角の和は する。

180°である。 ・グループでの学び合いが一通り終わったら学び合

など った性質の中から一つ選び発表できるように準備

させる。

・発表資料は画用紙等に、工夫してまとめる。

・机間指導により学習状況を把握し、同じ性質や同

・発表の準備をする。 じ説明の仕方にならないように配慮する。

グループで学び合った図形の性質を他の友達にも紹介しよう。

○グループで学び合った図形の性質 ・発表において、聞いている人に理解してもらうた

を全体に紹介する。 めには、図や表現を工夫し説明のよりどころとな

20 る事柄をしっかりおさえることがポイントとなる

・グループごとに発表する。 ことを伝える。

・根拠がはっきりしない説明には「なぜ？ 「どう、 」、

して？」と問いかけ考えるきっかけをつくる。

・発表に関して質問等ある場合は、適宜質問できる

ような流れとする。

・発表資料は、黒板提示しておく。

・必要であると思われることはメモしたり、学習プ

リントにまとめたりできるようにする。

○本時の授業を振り返り、自己評価 ５ ・本時のまとめと次時の予告をする。

し授業感想を書く。
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グループ学習記録表数学プリント５－①（角と平行線）

２年 組 氏名（ ）

グループのメンバー（ ）,（ ）,（ ）,（ ）

◇ 学習のすすめ方 ◇

①グループの中で、図形の性質が成り立つ理由を発表しあう。

一人の人の発表を他の人はよく聞く。

分からないことなどがあれば質問する。

必要なことはメモする。

自分の考え方と違うときは、自分の考えを発表する。

②一人の人の発表が終わったら、次の性質について違う人が説明する。

その後①と同様に進める。

◇ 記録の仕方 ◇

発表した人･･･ ◎

同じ考え方の人･･･ ○

違う考え方の人･･･ △ → 少しでも違う場合は説明する

わからなかった人･･･ □

その性質については、まだ調べてない人･･･ 空欄

グループのメンバーの名前

説 明 し た 図 形 の 角 の 性 質

□ 四角形の内角の和は、３６０°である

□ 五角形の内角の和は、５４０°である

□ チョウチョの形の全部の角の和は、３６０°である

□ サカナの形の全部の角の和は、５４０°である

□ 星形の全部の角の和は、１４４０°である

□ 矢じりの形の全部の角の和は、３６０°である

□ チョウチョの形は、∠ ＋∠ ＝∠ ＋∠ であるa b c d

□ 矢じりの形は、∠ ＋∠ ＋∠ ＝∠ であるa b c d

□ 星形の先端の５つの角の和は、１８０°である

□ ｎ角形の内角の和は （ ）°である、

□ ｎ角形の外角の和は （ ）°である、

□
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本時案（第６時 《わくわくコース》）
(1) ねらい

いろいろな図形の性質を理解し、その多様な説明の仕方を知る。
(2) 準備
（教師） 提示用問題、学習プリント、学習カード、自己評価表、三角定規、分度器

図形の性質（提示用 、図形の性質（発表資料））
（生徒） 三角定規、分度器、学習カード

(3) 展開（６／８：見通し２にかかわる授業）

学 習 活 動 時間 学習への支援及び留意点 評価項目(評価方法)
（○おおむね満足できる状況）

（☆努力を要すると判断される生徒への具体的な手立て）
（◎十分満足できる状況）

○前時までの学習の確認をする。 ・前時までに学習した性質や前時に発表された性質

を確認する。 知

10 ・黒板提示できるようまとめておく。 ○多角形の角の性質が分か

・学習カードを確認し整理する。 ☆図形の基本性質として⑤多角形の内角の和、⑥多 る。

角形の外角の和は学習カードにまとめる。 ◎多角形の角の性質とその

成り立つ理由が的確に説

明できる。

（学習カード）

図形の性質のいろいろな説明の仕方を考えよう。

考

○発表された図形の性質について違 ・発表された図形の性質から自分で１つ選び、違う ○図形の性質が成り立つ理

う説明の仕方を考える。 説明の仕方を考える。 由を筋道を立てて考察で

35 ・発表された性質が少ない場合は、他の図形の性質 きる。

なども選択肢に加える。 ◎図形の性質が成り立つ理

・多角形の内角の和、外角の和 ☆つまずいている生徒には、演繹的な説明の仕方を 由を筋道を立て、いろい

・矢じりの形の角 振り返り、説明のよりどころとなる性質に着目す ろな考え方で考察できる。

・星形の角 るよう助言する。 （学習活動の観察、学習プ

・チョウチョの形の角 ☆ヒントカード等により別の説明が考えられるよう リント）

・その他の図形の角 にする。

など ・何通りも考えてみようとする意欲がもてるように

する。

・違う説明の仕方を考える。 ・星形の説明などでは、矢じりの形やチョウチョの

形の性質なども利用できることに気付くよう助言

する。

・友達と学び合う。 ・同じ性質について考察している生徒同士でグルー

プをつくり、新たな説明を出し合い多様な考え方

に触れる。

・友達の考え方に対して意見や感想がもてるように

する。

○本時の授業を振り返り、自己評価 ５ ・本時のまとめと次時の予告をする。

し授業感想を書く。
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本時案（第７時）
(1) ねらい

学習した図形の性質の理解を深め、その関連を捉えることができる。
(2) 準備
（教師） 提示用問題、学習プリント、学習カード、自己評価表、三角定規、分度器

図形の性質（提示用）
（生徒） 三角定規、分度器、学習カード

(3) 展開（７／８：見通し３にかかわる授業）

学 習 活 動 時間 学習への支援及び留意点 評価項目(評価方法)
（○おおむね満足できる状況）

（☆努力を要すると判断される生徒への具体的な手立て）
（◎十分満足できる状況）

○前時までに学習した図形の性質を ・対頂角の性質、平行線の性質、平行線であるため

確認する。 の条件、三角形の内角の和、内角と外角の性質、

10 多角形の内角の和、多角形の外角の和の性質を確

認する。

・チョウチョの形、矢じりの形、星形についての性

質なども確認する。

・クイズ形式による問題提示をし、生徒の興味を引

くようにする。

・学習した図形の性質は黒板提示できるようにまと

め用意しておく。

図形の性質の関連を調べよう。

考

○学習した性質が成り立つ理由を振 ・それぞれの性質の関連を学習プリントにまとめて ○図形の性質の関連を見つ

り返り、それぞれの性質はどの性 いく。 けることができる。

質をよりどころに説明してきたか 20 ・それぞれの図形の性質について、自分の説明でよ ◎図形の性質の関連を見つ

を確認していく。 りどころとした性質を記入するようにする。 けその順序性や構造を体

☆学習カードや学習プリントを確認しながら進める 系的にとらえることがで

ようにする。 きる（学習活動の観察、。

・学習プリントから図形の性質は、すでに正しいと 学習プリント）

説明された性質をよりどころとして、他の性質が

説明されていくということが理解できるようにす

る。

・学習プリントの記録から、自分はどの性質を説明

のよりどころとしてよく使っているかなどに気付

くようにする。

・友達が考えた、矢じりの形や星形の性質のいろい

ろな説明の仕方を紹介し、考え方の多様性に気付

くようにする。 知

○練習問題に取り組む。 ・学習した図形の性質を使って問題を解く。 ○図形の基本的な性質が分

☆学習カード、学習プリントを活用するよう助言す かる。

る。 ◎図形の基本的な性質を理

15 ☆机間指導するとともに、随時質問に答える。 解し合理的に使うことが

・問題は、基本的な問題からやや発展的な問題まで できる。

を用意する。 （学習活動の観察、学習プ

リント）

○本時の授業を振り返り、自己評価 ５ ・本時のまとめと次時の予告をする。

し授業感想を書く。
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数学プリント７－①（角と平行線） ２年 組 氏名（ ）

図形の性質の関連を調べよう！

☆ 学習した図形の性質で説明のよりどころとしたものに○印を付け関連を調べてみよう。☆

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬☆１ ☆２

☆１ 一直線の角は180°

① 対頂角は等しい

☆２ 平行線の同位角は等しい

☆ ☆

② 平行線の錯角は等しい

③ 三角形の内角の 和は180°

④ 三角形の外角はとなりあわな
い２つの内角の和に等しい

⑤ ｎ角形の内角の和は
180°×(ｎ－２)

⑥ ｎ角形の外角の和は360°

⑦ チョウチョの形の全部の角の
和は360°

⑧ サカナの形の全部の角の和は
和は540°

⑨ 星形の全部の角の和は1440°

⑩ 矢じりの形の全部の角の和は
360°

⑪ チョウチョの形の羽の部分の
２角の和は反
対側の２角の
和に等しい

⑫ 矢じりの形の先端の３つの角
の和はへこん
だ部分の角に
等しい

⑬ 星形の先端の５つの角の和は
180°
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数学プリント７－②（角と平行線） ２年 組 氏名（ ）

練習問題

１ 次の(1)～(4)は∠ の大きさを求めなさい。(5)、(6)は、問いに答えなさい。x
また、そのとき使った図形の性質を７－①のプリントの性質の番号で答えなさい。

（使った性質が複数ある場合は、全て答えること）

(1) (2) (3)l m//
l x

60°35° 65°
x

55° 115°x m
70°

∠ ＝ ∠ ＝ ∠ ＝x x x

性 質 性 質 性 質

(4) (5) 九角形の内角の和は (6) 正十角形の１つの外角はl m//
何度ですか。 何度ですか。l

25°
x

65°
m

∠ ＝x

性 質 性 質 性 質

チャレンジ

Ａ
○ 右の図で、∠Ａ＋∠Ｂ＋∠Ｃ＝∠ＡＤＣであることを、
Ｓさん、Ｔさん、Ｋさんは次のように補助線をひいて考
えました。３人は、それぞれどの性質を使って説明しよ
うとしたのでしょうか。７－①のプリントの性質の番号
で答えなさい。複数使う場合は、全て答えなさい。 Ｄ

Ｂ Ｃ

Ｓさん Ｔさん Ｋさん
(辺と平行)

説明のよりどころとする性質 説明のよりどころとする性質 説明のよりどころとする性質

l m a b c d l○ 右の図で であるとき、∠ 、∠ 、∠ 、∠ の和を//
a求めなさい。また、そのとき使った図形の性質を７－①のプ

b
リントの性質の番号で答えなさい。

c
∠ ＋∠ ＋∠ ＋∠ ＝a b c d

md使った図形の性質

数学プリント７－② （角と平行線） ２年 組 氏名（ ）’

☆ 次回の数学の授業では、今までに学習した『図形の性質』を使って問題を解く学習に取り組みます。
「じっくりコース問題 「わくわくコース問題 「チャレンジコース問題」の３種類のコース別の」、 」、
問題を用意します。次の問題をやってみて、自分はどのコース問題に取り組みたいか選んで下さい。

１ 次の問いに答えなさい。
① ∠ の大きさは？ ② ∠ の大きさは？ ③ ∠ の大きさは？x x x

x
100°

x45°
x48° 35°

∠ ＝ ∠ ＝ ∠ ＝x x x

④ 八角形の内角の和は何度？ ⑤ 十角形の外角の和は何度？

２ 次の問に答えなさい。
① ∠ の大きさは？ ② ∠ の大きさは？x x

25°
50° 25°

x x
30°

25° 40°

∠ ＝ ∠ ＝x x

③ 内角の和が900°の多角形は、何角形？ ④ 正八角形の１つの外角の大きさは？

３ 次の問に答えなさい。
① ∠ の大きさは？ ② △ＡＢＣの２つの角∠Ｂ、∠Ｃそれぞれのx

二等分線の交点をＰとする。∠Ａ＝84°のと
き∠ＢＰＣは何度か？

110° Ａ

Ｐ

50°
×80° x ○

×

Ｂ Ｃ
○

∠ ＝ ∠ＢＰＣ ＝x

③ １つの内角が150°の正多角形は、正何角形？

〈じっくりコース問題〉は、１ のような、基礎的な問題が中心です。

〈わくわくコース問題〉は、２ のような、応用的な問題が中心です。

〈チャレンジコース問題〉は、３ のような問題と、星形六角形や星形七角形などの発展的な問題です。

尚、自分で選んだコースの問題が終わった人は、他のコースの問題に進めるようにします。

私は、 コースの問題に挑戦します。

（※ 月 日 までに提出して下さい ）。



- 16 -

本時案（第８時）
(1) ねらい

図形の性質を活用して、新たな問題を解くことができる。
(2) 準備
（教師） 提示用問題、問題プリント、解答（３種類 、学習カード、自己評価表、）

三角定規、分度器、図形の性質（提示用）
（生徒） 三角定規、分度器、学習カード

(3) 展開（８／８：見通し３にかかわる授業）

学 習 活 動 時間 学習への支援及び留意点 評価項目(評価方法)
（○おおむね満足できる状況）

（☆努力を要すると判断される生徒への具体的な手立て）
（◎十分満足できる状況）

○前時までの学習の確認をする。 ・対頂角の性質、平行線の性質、平行線であるため

の条件、三角形の内角と外角の性質、多角形の内

５ 角の和、外角の和の性質を確認する。

・学習した図形の性質は黒板提示できるようにまと

め用意しておく。

図形の性質を活用して、新たな問題に挑戦しよう。

関

○コース別問題を選んで問題に取り ・コース別の問題は「じっくりコース問題 「わく ○既習の図形の性質を使っ、 」、

組む。 わくコース問題 「チャレンジコース問題」の３ て問題を解こうとしてい」、

種類を用意する。 る。

40 ・自分に合った問題を選び、自分のペースで学習を ◎問題を解くのに、どの図

・ じっくりコース問題」では、 進めるように助言する。 形の性質を使うかいろい「

基礎的・基本的事項を中心に、 ☆学習に消極的であったり、学習事項の定着してい ろ考えながら解こうとし

既習の性質を使って角度を求め ない生徒には「じっくりコース問題」に取り組む ている。、

る問題を中心に扱う。 よう促す。 （学習活動の観察、問題プ

・ わくわくコース問題」では、 ☆図形の性質カード等を活用し、どの図形の性質を リント）「

基本的な問題から、考え方を問 どのように使って問題を解けばよいか考えられる

うようなやや応用的な内容の問 よう問いかける。 表

題までを扱う。 ・同じコース問題を解いている生徒同士で相談し合 ○既習事項を活用して問題

・ チャレンジコース問題」で えるようにする。特に「チャレンジコース 「わ を解くことができる。「 」、

は、やや難しい問題と、星形五 くわくコース」では、グループ内で相談し合って ◎既習のどの性質をどのよ

角形を発展させた星形六角形、 問題を解決できるようにする。 うに活用すればよいか的

星形七角形などの角について考 ☆つまずいている生徒を中心に机間指導し、個に応 確に判断し問題を解決す

察する問題を扱う。 じた支援を行う。 ることができる。

・教室内の座席の並び方は、友達と相談しやすく、 （学習活動の観察、問題プ

教師に質問しやすくなるように工夫する。 リント）

・終わった生徒は自己採点し、他のコース問題にも

取り組めるようにする。

・最後は、全員に３種類の問題と、解答を配り、時

間内にできなかった問題については、後日自主的

に取り組むよう促す。

○本時の授業を振り返り、自己評価 ５ ・本時のまとめと次時の予告をする。

し授業感想を書く。
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数学プリント８－①（角と平行線） ２年 組 氏名（ ）

図形の性質を使って問題を解こう！！

．次の図で、∠ 、∠ の大きさを求めなさい。ただし、(3)、(4)では とする。x y l m//
(1) (2)

60° 25°
45° x

y
xy

∠ ＝ ∠ ＝ ∠ ＝ ∠ ＝x y x y

(3) (4)
l l

85°
x y x

120°
mm

50°

y

∠ ＝ ∠ ＝ ∠ ＝ ∠ ＝x y x y

(5) (6)
x135°

65°

70°
x

∠ ＝ ∠ ＝x x

(7) (8)
x

95°
130°

110°65°

70°
80°

80°
x

∠ ＝ ∠ ＝x x

〈じっくりコース問題〉

２．次の図で、∠ の大きさを求めなさい。ただし、(1)は、 とする。x l m//
(1) (2)

xl 85°
20°

x
55°

50°
35°m

∠ ＝ ∠ ＝x x

x
(3) (3)

30° 28°

25° 32° 35°x
25°

∠ ＝ ∠ ＝x x

３．次の角度を求めなさい。
(1) 八角形の内角の和 (2) 十角形の外角の和

(3) 正十二角形の１つの内角の大きさ (4) 正八角形の１つの外角の大きさ

２０問中 問正解
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数学プリント８－②（角と平行線） ２年 組 氏名（ ）

図形の性質を使って問題を解こう！！

１．次の図で、∠ の大きさを求めなさい。ただし、(2)～(5)では とする。x l m//

(1) (2) (3)
l l

xx 82°

100°50° 63°

70°
m mx

50°

∠ ＝ ∠ ＝ ∠ ＝x x x

(4) 105° (5) 23° (6)
l l

65°x
x

112°m
x80°

110°
85° m

∠ ＝ ∠ ＝ ∠ ＝x x x

(7) (8) (9)

x95° x

20°30°
85°

50°
130°

35° 25°x 50°
100°60°

∠ ＝ ∠ ＝ ∠ ＝x x x

２．次の角の大きさは何度ですか。

(1) 十二角形の内角の和 (2) 八角形の外角の和

３．次の多角形は、それぞれ何角形ですか。
(1) 内角の和が、2160°の正多角形

(2) １つの外角が36°である正多角形

(3) １つの内角が150°である正多角形

１４問中 問正解

〈わくわくコース問題〉

校庭に多角形の模様を描こう！！

Ａさんの学校では、文化祭で校庭に人文字をつ
くることになりました。そして、メインの文字の
他に、多角形や星形の模様を飾りとしてつくるこ
とになりました。そこで、校庭にそのデザインの
下書きをすることになりました。どのようにかい
たらいいか考えましょう。描く図形は、①正六角
形、②星形正六角形、③星形正五角形です。かく
ための道具は巻き尺と角度が測れる大きな分度器
です。そのため、線は陸上用のライン引きを使っ
て前へ進みながら石灰でかいていきます。どのよ
うに、進めばそれぞれの図形が正しくかけるでし
ょう。

※ スタートから前へ進み、左右に角度を変えてまた前に進む。これを繰り返していけば
①～③の図形が描けそうです。それぞれどちらに何度向きを変えればよいでしょうか。

① 正六角形 スタート

→スタート

前へ５ｍ → 右へ °右へ

°
→ 前へ５ｍ → 右へ °

→ ・・・

これを 回繰り返す。

② 星形正六角形（先端の角の大きさは スタート
全部同じ）右へ

° 前へ３ｍ → 左へ °

→スタート

→ 前へ３ｍ → 右へ °
左へ

° → ・・・

これを 回繰り返す。

③ 星形正五角形（先端の角の大きさは スタート
全部同じ）右へ

° 前へ４ｍ → 左へ °左へ

°
→ 前へ４ｍ → 右へ °スタート →

→ ・・・

これを 回繰り返す。

３問中 問正解
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数学プリント８－③（角と平行線） ２年 組 氏名（ ）

まずは、ちょっと小手調べ！！

１．次の図で、∠ の大きさを求めなさい。ただし、(2)～(4)では とする。x l m//

(1) (2) (3) 20°
l l

155°70°
80°100°

xx 60°
m m

x

∠ ＝ ∠ ＝ ∠ ＝x x x

35°(4) (5) (6)20°
120°l 110°

55°
x

50°115°
45°x 80° 55°x

m

∠ ＝ ∠ ＝ ∠ ＝x x x

２．次の問に答えなさい。
(1) １つの内角が144°の正多角形は、正 (2) １つの内角の大きさが、その外角の３
何角形ですか 倍である正多角形は、正何角形ですか。

難問にチャレンジしてみよう！！

３．次の問に答えなさい。
(1) 次の図の△ＡＢＣで∠ＡＢＣの二等分 (2) 次の図で、ＡＢ ＣＤである。∠ＢＥＦ//
線と∠ＡＣＤの二等分線の交点をＰとす ∠ＤＦＥそれぞれの二等分線の交点をＰと
る。∠Ａ＝62°のとき∠ＢＰＣは何度か。 するとき、∠ＥＰＦは何度ですか。

Ａ Ｅ ＢＡ Ｐ
○

○

Ｐ

○

× ×○
× ×

Ｂ Ｃ Ｄ
Ｃ Ｆ Ｄ

(3) 次の図で、∠ 、∠ 、∠ 、∠ 、a b c d
∠ 、∠ 、∠ の和を求めなさい。e f g

(1)

(2)
a

eb dg

(3)
f c

１１問中 問正解

〈チャレンジコース問題〉

星形の不思議を探ろう！！

１．星形ｎ角形をつくってみよう。

☆ 点を１つとばして結んでみるとどんな星形ができるかな？

(1) (2)

５点 ６点 ７点 ８点３ ４
・ ・ ・ ・

３
・ ・ ・ ・

１ ５ １
・ ・ ・ ・

・ ・
・ ・

・ ・ ・ ・
・ ・ ・ ・ ・ ・

５ ６

２４ ２

星形五角形 星形六角形 星形七角形① 星形八角形①

☆ 点を２つとばして結んでみるとどんな星形ができるかな？

(3) (4)

５点 ７点 ８点４
・ ・ ・

・ ・ ・１ ２
・・ ・

・ ・
・ ・

・ ・
・ ・ ・ ・ ・
３ ５

星形五角形 星形七角形② 星形八角形②

２．星形五角形の先端の角の和は１８０°でした。同様に他の星形の先端の角の和を求めて
みよう。

星形六角形 星形七角形① 星形八角形①

° ° °

星形七角形② 星形八角形②

° °
９問中 問正解
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○ 参考資料
第４時《じっくりコース》
(1) ねらい

図形の角の性質を、演繹的に説明することができる。
(2) 準備
（教師）提示用問題、学習プリント、学習カード、自己評価表、

三角定規、分度器、図形の性質（提示用 、三角形の敷き詰め図）
ヒントカード

（生徒）三角定規、分度器、学習カード
(3) 展開（４／８：第４時、第５時は２時間扱い）

時間 (評価方法)学 習 活 動 学習への支援及び留意点 評価項目
（○おおむね満足できる状況）

（☆努力を要すると判断される生徒への具体的な手立て）
（◎十分満足できる状況）

○前時までの学習の確認 ・対頂角の性質、平行線の性質、平行線で
をする。 あるための条件の確認をする。

５ ・学習した図形の性質は黒板提示できるよ
うにまとめ用意しておく。

・第１時に自ら見つけた ・第１時に自分が見つけた図形の性質を確
図形の性質を確認する。 認させ、学習課題を確認する。

自分が見つけた図形の角の性質が、なぜそうなるのか？いつでも成り立
つのか？その数学的な根拠を考え、その理由を説明しよう。

○角の性質が成り立つ理
由を考えていく。 表
・三角形の内角の和が ・当たり前と感じている三角形の内角の和 ○三角形の内角の180°
になる理由を考える。 は180°になるのはなぜかをいっしょに 和が180°であ

考えることにより、演繹的な説明の仕方 ること平行線の
を身に付ける。 性質を使って説

20 ・考えるヒントとして合同な三角形の敷き 明できる。
詰め図を活用する。 ◎三角形の内角の
☆敷き詰め図の中の大きさの等しい角に印 和が180°であ
をつけせたり、三角形に着目したりする ることを平行線
ように助言する。 の性質を使って
☆180°になるということは角を一直線に 説明でき式や記
集めればよいことに気付くようにする。 号を使って表す
・三角形の内角と外角の性質や、外角の和 ことができる。
にも気付くような工夫をする。 （学習活動の観察
・論理的に説明ができた図形の性質は、次 学習カード）

・学習カードに「③三角 の説明のよりどころとすることができる
形の内角の和「④三角 ことを知らせる。」
形の内角と外角」とし ・学習カードには、表に性質を裏にはその
てまとめる。 理由をまとめるようにする。
・多角形の内角の和の求 ・四角形、五角形の内角の和から、六角
め方を考える。 形、七角形・・・ｎ角形の内角の和を帰

納的に考えられるようにする。
☆多角形を三角形に分けることを考え、三
角形の内角の和を利用することを助言す
る。

25
・学習カードに「⑤多角 ・学習カードには、表に性質を裏にはその
形の内角の和」として 理由をまとめるようにする。
まとめる。

第５時《じっくりコース》

第４時のつづき（２時間扱い）
展開（５／８）

時間 (評価方法)学 習 活 動 学習への支援及び留意点 評価項目
（○おおむね満足できる状況）

（☆努力を要すると判断される生徒への具体的な手立て）
（◎十分満足できる状況）

・ｎ角形の外角の和の求 ・三角形、四角形などの外角の和から多角 知
め方を考える。 形の外角の和を考えられるようにする。 ○多角形の角の性

・合同な図形の敷き詰め図等も、ヒントに 質が分かる。
20 するよう助言する。 ◎多角形の角の性

☆まわりの友達と相談しながら考えられる 質とその成り立
ようにする。 つ理由が的確に
・相談する場合は、自分の意見や考え方を 説明できる。
説明し合い学習が深まるようにする。 （学習プリント、

・学習カードに「⑥多角 ・学習カードには、表に性質を裏にはその 学習カード）
形の外角の和」として 理由をまとめるようにする。
まとめる。

関
○自分の見つけた他の図 ☆既習の学習カードを常に利用できるよう ○図形の性質に関
形の性質が成り立つ理 にする。 心を持ち、既習
由を考える。 ☆解法のヒントとなる事項をまとめたヒン の性質をもとに

トカード等を用意しておく。 考察しようとす
・矢じりの形の先端の ・今まで学習した性質、すなわち説明で使 る。
３つの角の和はへこ える性質はなにかに着目できるようにす ◎図形の性質に関
んだ部分の角に等し 25 る。 心を持ち、いろ
い ☆現段階で、説明のよりどころとすること いろな補助線を
・チョウチョの形の羽 ができるのは、対頂角の性質、平行線の 引いたり、いろ
の部分の２角の和は 性質、平行線であるための条件、三角形 いろな既習の性
反対の羽の部分の２ の角の性質、多角形の角の性質などであ 質を使ったりし
角の和に等しい。 ることを確認する。 て考察しようと
・星形の先端の５つの ☆つまずきがちな生徒には、机間指導によ する （学習活。
角の和は180°であ り、個々の学習状況に応じた助言を与え 動の観察、学習
る。 ていく。 プリント、学習

など 感想）

○本時の授業を振り返り ・本時のまとめと次時の予告をする。
自己評価し授業感想を ５
書く。

第６時《じっくりコース》
(1) ねらい

いろいろな図形の性質を理解し、その多様な説明の仕方を考える。
(2) 準備
（教師）提示用問題、学習プリント、学習カード、自己評価表、

三角定規、分度器、図形の性質（提示用 、ヒントカード）
（生徒）三角定規、分度器、学習カード

(3) 展開（６／８）

時間 (評価方法)学 習 活 動 学習への支援及び留意点 評価項目
（○おおむね満足できる状況）

（☆努力を要すると判断される生徒への具体的な手立て）
（◎十分満足できる状況）

○前時までの学習の確認 ・対頂角の性質、平行線の性質、平行線で
をする。 あるための条件、三角形の内角の和、内

５ 角と外角の性質、多角形の内角の和、多
角形の外角の和の性質の確認をする。
・学習した図形の性質は黒板提示できるよ
うにまとめ用意しておく。

図形の性質が成り立つ理由を発表しよう。
表

○自分の見つけた図形の ・図形の性質が成り立つ理由を発表する。 ○図形の性質が成
性質についてその成り ・チョウチョの形や矢じりの形、星形の角 り立つ理由を自
立つ理由を考え発表す についての性質等を扱う。 分なりに表現し
る。 ☆図や表現を工夫し、自分なりの表現で説 て説明できる。

明するように助言する。 ◎図形の性質が成
・矢じりの形の先端の 20 ☆説明のよりどころとなる事柄は、既習の り立つ理由を根
３つの角の和はへこ 性質であることに気付けるようにする。 拠を明確にし素
んだ部分の角に等し ・根拠がはっきりしない説明には「な 早く的確に説明、
い ぜ？ 「どうして？」と問いかけ考える することができ」、
・チョウチョの形の羽 きっかけをつくる。 る （学習活動。
の部分の２角の和は ・友達の発表を、必要に応じてメモするよ の観察、学習プ
反対の羽の部分の２ うに伝える。 リント）
角の和に等しい。 ☆三角形に着目し三角形の内角や外角の性
・星形の先端の５つの 質を使う説明や、平行線の性質を使う説
角の和は180°であ 明に気付くようにする。
る。

など

星形の角の性質についていろいろな説明の仕方を考えよう。
考

・星形の先端の５つの角 ・平行線の性質に着目するか、三角形に着 ○図形の性質が成
の和が180°であること 目するか、五角形に着目するか考える視 り立つ理由を筋
のいろいろな説明を考 点をはっきりさせて考えるよう助言す 道を立てて考察
える。 20 る。 できる。

☆補助線のひき方や考え方のヒントカード ◎図形の性質が成
を用意しておく。 り立つ理由を筋
・矢じりの形やチョウチョの形の性質など 道を立て、いろ
自分たちが見つけた性質も積極的に利用 いろな考え方で
できることを伝える。 考察できる。
・個人で考えた後、発表し合い多様な説明 （学習活動の観察
の仕方を見つけられるようにする。 学習プリント）
・友だちの考えを積極的に聞き入れ、自分
の考え方と比べる。
・どの説明方法がわかりやすいかなど、感
想がもてるようにする。

○本時の授業を振り返り、 ・本時のまとめと次時の予告をする
自己評価し授業感想を ５
書く。


